
　当社は、「新しい技術の創造と新商品の開発を通じて国際社会に貢献する」という企業
理念のもと、環境への配慮を重視したものづくりに取り組んでいます。特に、地球温暖化の
防止に資する技術の開発に注力しています。
　当社が製造する軸受やドライブシャフトなどの部品は、車両や機械のエネルギー効率を
高めることで、環境負荷の低減に寄与します。これらはすべて環境貢献商品と位置づけら
れます。中には、すでに広く使用されている商品もありますが、当社の技術によって環境性
能をさらに向上させた新商品も含まれています。
　また、太陽光や風力などの自然エネルギーを活用する商品の開発にも取り組んでおり、
これらはCO2の排出削減に貢献しています。
　当社では、こうした商品の環境への貢献度を独自の基準で数値化し、より高いレベルの
環境貢献商品を開発・提供することで、企業理念の実現に向けて継続的な努力を重ねて
います。

　当社では、1997年当時の性能を基準とし、現在の商品の環境性能を比較・評価してい
ます。商品ごとに定めた基準に基づき、環境への貢献度に応じて「Ｓ～Ｄ-ecoグレード」ま
での5段階に分類しています。

　2024年度には、主力商品であるドライブシャフトやハブベアリング、ならびに自然エネ
ルギー関連商品によって、約188.9万トンのCO2削減に貢献しました。これは、当社の環境
貢献商品の開発が成果を上げている証しです。
　また、2024年度には、環境貢献度の高い「S～B-ecoグレード」の商品の売上が、全体
の約53.9％を占めるまでに成長しました。

■  環境貢献商品の開発

■  環境貢献商品の評価方法

■  これまでの成果

環境貢献商品
NTNが目指すカーボンニュートラルな社会

■ 売上高の推移 ■ 環境貢献商品グレード構成比の推移
    （ドライブシャフトおよびハブベアリングなど）

■ CO2削減貢献量＊
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※自然エネルギー商品は、S-ecoに該当
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● S-eco（スーパーeco）※

● A-eco（アドバンストeco）
● B-eco（ブリリアントeco）
● C-eco（クリエイティブeco）

世界の技術水準を踏まえて商品ごとに定めた
環境ファクタ基準に照らし分類

最終製品のエネルギー損失低減に寄与し、かつ1997年頃の
性能と同レベルの商品● D-eco（伝統的eco）
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